




アクセルの踏み間違いや踏みすぎなどで起こる衝突を緩和し、被害の軽減に寄与するシステム。

これらのシステムはドライバーの安全運転を支援することを前提とした装置であり、
どんな状況でも衝突を回避、軽減できるものではありません。
気象状況や道路環境、ドライバーの操作状況によっては作動しない場合もあります。
システムを100％過信したり、日常のブレーキ操作の代わりには絶対に使用しないでください。

不意の衝突を防ぐために。8つのソナーが
前後方向の障害物を感知し自動でブレーキ。

高齢者がアクセルとブレーキを踏み間違えてコンビニに
衝突するなど、ニュースに取り上げられることも増えています。

ソナーはカメラと違い、障害物がガラスでもしっかり感知。バックも含め前後方向に
対応しています。トヨタが考える安全技術の基本はドライバーの意志を尊重し、ドラ
イバーのアクセル・ブレーキに応じて支援しますが、パーキングサポートブレーキは
目の前の壁との衝突を避けることを最優先に、唯一、ドライバーがアクセルを踏んで
も自動でブレーキをかける安全装備です。

ブレーキ！
Pi Pi Pi

踏み間違いフォロー機能と低速ブレーキを体験しよう！

走行前

1 ①障害物を検知するソナーがどこについているか確認

CHECKCHECK

踏み間違い
フォロー機能

体験

2 ①まずソナーが障害物を検知→ディスプレイのソナー警告表示を確認
②その後アクセルを踏み込む→制御され加速しない→
　ディスプレイに「加速抑制中」と表示されているのを確認

加速抑制中です
アクセル

低速ブレーキ
体験

3 ①クリープ走行※してターゲットに近づくと、
　ディスプレイにソナー警告が表示されるのを確認
②ディスプレイにも「ブレーキ！」が表示されるのを確認
③そのまま進むと自動ブレーキが働き停止
※アクセルペダルを踏むことなく、エンジンがアイドリングの状態でクルマが動く現象。

ブレーキ！
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